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(57)【要約】
　内視鏡コネクタ２０は、外部装置１２０のレセプタク
ル部と接続されるコネクタ接続部４８と、コネクタ接続
部４８の外表面に露出して配設された電気接点４５，４
６と、載置時に電気接点に付着する液滴を電気接点４５
，４６が設けられていない領域Ａ，Ｂに流れる姿勢に規
定する姿勢規定部５２と、を具備する。
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【特許請求の範囲】
【請求項１】
　外部装置のレセプタクル部と接続されるコネクタ接続部と、
　前記コネクタ接続部の外表面に露出して配設された電気接点と、
　載置時に、前記電気接点に付着した液滴を前記電気接点が設けられていない領域に流れ
る姿勢に規定する姿勢規定部と、
　を具備することを特徴とする内視鏡コネクタ。
【請求項２】
　前記姿勢規定部は、載置時に、前記内視鏡コネクタが載置される載置箇所よりも鉛直上
方に前記コネクタ接続部を位置するように姿勢を規定することを特徴とする請求項１に記
載の内視鏡コネクタ。
【請求項３】
　載置時の前記姿勢規定部を鉛直下方としたときに、水平方向に突起する突起部を有する
請求項１または請求項２に記載の内視鏡コネクタ。
【請求項４】
　重心位置が中心軸よりも前記姿勢規定部側に設けられていることを特徴とする請求項１
から請求項３のいずれか１項に記載の内視鏡コネクタ。
【請求項５】
　前記姿勢規定部は、外装部の長手軸方向に形成された平面部であることを特徴とする請
求項１から請求項４のいずれか１項に記載の内視鏡コネクタ。
【請求項６】
　前記外装部は、前記平面部に対して中心軸回りの略点対称の位置であって、前記長手軸
から角度を有した方向、且つ前記平面部に対して所定の角度を有するように形成され、他
の内視鏡コネクタの前記平面部が面接触して、前記他の内視鏡コネクタを所定の姿勢に重
ねて載置するためのスタック用平面部を備えていることを特徴とする請求項５に記載の内
視鏡コネクタ。
【請求項７】
　前記姿勢規定部は、外装部の長手軸方向に形成された第１の平面部を有する凸部であっ
て、
　前記外装部は、前記凸部に対して中心軸回りの略点対称の位置であって、前記長手軸に
角度を有した方向に前記凸部と相似形状、且つ前記第１の平面部に対して所定の角度を有
する第２の平面部が形成され、他の内視鏡コネクタの前記凸部が係合して、前記他の内視
鏡コネクタを所定の姿勢に重ねて載置するための凹部を備えていることを特徴とする請求
項６に記載の内視鏡コネクタ。
【請求項８】
　請求項１から請求項７のいずれか１項に記載の前記内視鏡コネクタを備えた内視鏡装置
。
【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
　本発明は、外部装置に着脱自在な内視鏡コネクタと、この内視鏡コネクタを有する内視
鏡装置に関する。
【背景技術】
【０００２】
　従来、医療用分野においては、細長の挿入部を体腔内に挿入することにより、体腔内臓
器などを観察することが出来る内視鏡装置が広く用いられている。
【０００３】
　体腔内臓器などの観察画像をモニタに表示させる場合には、内視鏡挿入部先端または後
端の撮像部に電荷結合素子（ＣＣＤ）などの固体撮像素子を配設した内視鏡装置としての
電子内視鏡などが用いられている。
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【０００４】
　電子内視鏡に設けた撮像素子から出力される信号は、電子内視鏡、外付けカメラなどと
は別体の画像処理装置によって映像信号化されてモニタに出力される。そして、別体に構
成された電子内視鏡と画像処理装置との間は、内視鏡コネクタを介して接続される。
【０００５】
　このような内視鏡コネクタについては、例えば、ＷＯ２０１１－０５２４０８号公報に
記載されている。このＷＯ２０１１－０５２４０８号公報に開示された内視鏡コネクタは
、医療用の外部装置に接続される医療機器用のコネクタであって、プラグ部および外装ケ
ースがそれぞれ異なる固定部材によってフランジ部に突き当てられて、サブフレーム部材
に圧縮固定されている構造によって、使用環境に対応した十分な強度を確保すると共に、
有効的に内蔵部品の配置スペースを確保して、組み立て作業性を向上させている。
【０００６】
　例えば、ＷＯ２０１１－０５２４０８号公報に開示されるような内視鏡装置が備える内
視鏡コネクタでは、内視鏡装置と共に使用前後に洗浄消毒する必要がある。
【０００７】
　しかしながら、従来の内視鏡コネクタは、洗浄消毒後に濡れた状態で乾燥させると、露
出して配設された電気接点に洗浄液または消毒液の水垢、カルキ、薬剤などが付着して、
外部装置との接続における電気的接触不良が生じる可能性がある。また、特に上記問題は
洗浄消毒時後の乾燥に限らず、内視鏡コネクタを濡れた状態で乾燥させる場合に生じうる
。
【０００８】
　そこで、本発明は、上記事情に鑑みなされたものあり、露出して配設された電気接点が
外部装置との接続時に電気的接触不良となる要因を抑制した内視鏡コネクタおよび内視鏡
装置を提供することを目的とする。
【発明の開示】
【課題を解決するための手段】
【０００９】
　本発明の一態様における内視鏡コネクタは、外部装置のレセプタクル部と接続されるコ
ネクタ接続部と、前記コネクタ接続部の外表面に露出して配設された電気接点と、載置時
に液滴を前記電気接点が設けられていない領域に流れる姿勢に規定する姿勢規定部と、を
具備する。
【００１０】
　本発明の一態様における内視鏡装置は、外部装置のレセプタクル部と接続されるコネク
タ接続部と、前記コネクタ接続部の外表面に露出して配設された電気接点と、載置時に液
滴を前記電気接点が設けられていない領域に流れる姿勢に規定する姿勢規定部と、を具備
する内視鏡コネクタを備える。
【図面の簡単な説明】
【００１１】
【図１】本発明の第１の実施の形態の内視鏡装置の構成を示す斜視図
【図２】同、内視鏡用コネクタを示す斜視図
【図３】同、図２とは別角度から見た内視鏡用コネクタの構成を示す斜視図
【図４】同、内視鏡用コネクタの構成を示す正面図
【図５】同、内視鏡用コネクタのプラグ部の構成を示す側面図
【図６】同、内視鏡コネクタが載置された状態を示す側面図
【図７】同、第１の変形例の内視鏡コネクタを示す断面図
【図８】同、第２の変形例の内視鏡コネクタを示す正面図
【図９】同、第２の変形例の内視鏡コネクタを示す断面図
【図１０】同、第３の変形例の他の態様の姿勢規定部を備えた内視鏡コネクタを示す正面
図
【図１１】同、第３の変形例の図１０とは別の態様の姿勢規定部を備えた内視鏡コネクタ
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を示す正面図
【図１２】本発明の第２の実施形態の内視鏡洗浄消毒装置と２つの内視鏡装置を示す斜視
図
【図１３】同、内視鏡コネクタを示す斜視図
【図１４】同、コネクタケースの断面図
【図１５】同、２つの内視鏡コネクタが重ねられて載置された状態を示す平面図
【図１６】同、第１の変形例の内視鏡コネクタを示す斜視図
【図１７】同、第１の変形例のコネクタケースの断面図
【図１８】同、第１の変形例の２つの内視鏡コネクタが重ねられる状態を説明するための
斜視図
【図１９】同、第１の変形例の２つの内視鏡コネクタが重ねられて載置された状態を示す
斜視図
【図２０】同、第２の変形例の内視鏡コネクタが重ねられて載置された状態を示す正面図
【図２１】同、第２の変形例の内視鏡コネクタが並べて載置された状態を示す正面図
【図２２】同、第３の変形例に係り、内視鏡洗浄消毒装置の内視鏡設置網に内視鏡コネク
タがセッティングされた状態を示す斜視図
【図２３】同、第３の変形例に係り、内視鏡洗浄消毒装置の内視鏡設置網に内視鏡コネク
タがセッティングされる状態を示す平面図
【図２４】同、第３の変形例に係り、内視鏡洗浄消毒装置の内視鏡設置網に内視鏡コネク
タがセッティングされた状態を示す平面図
【図２５】同、第４の変形例に係り、内視鏡洗浄消毒装置の内視鏡設置網に内視鏡コネク
タがセッティングされた状態を示す斜視図
【図２６】同、第４の変形例に係り、内視鏡洗浄消毒装置の内視鏡設置網に内視鏡コネク
タが誤った方向にセッティングされている状態を示す平面図
【図２７】同、第４の変形例に係り、内視鏡洗浄消毒装置の内視鏡設置網に内視鏡コネク
タがセッティングされた状態を示す平面図
【発明を実施するための最良の形態】
【００１２】
　以下に、本発明の好ましい形態について図面を参照して説明する。　
　なお、以下の説明に用いる各図においては、各構成要素を図面上で認識可能な程度の大
きさとするため、構成要素毎に縮尺を異ならせてあるものであり、本発明は、これらの図
に記載された構成要素の数量、構成要素の形状、構成要素の大きさの比率、および各構成
要素の相対的な位置関係のみに限定されるものではない。また、以下の説明においては、
図の紙面に向かって見た上下方向を構成要素の上部および下部として説明している場合が
ある。
【００１３】
（第１の実施の形態）
　先ず、本発明の一態様の内視鏡コネクタを備えた内視鏡装置について、図面に基づいて
、以下に説明する。ここでの図面は、それら紙面に向かって見た上下方向が鉛直上下方向
とし、左右方向が水平方向としている。　
　なお、図１は、本発明の第１の実施の形態に係る内視鏡システムの構成を示す斜視図、
図２は内視鏡用コネクタを示す斜視図、図３は図２とは別角度から見た内視鏡用コネクタ
の構成を示す斜視図、図４は内視鏡用コネクタの構成を示す正面図、図５は内視鏡用コネ
クタのプラグ部の構成を示す側面図、図６は内視鏡コネクタが載置された状態を示す側面
図である。
【００１４】
　先ず、図１を参照して、本発明に係る内視鏡装置の構成の一例を説明する。　
　本実施形態の内視鏡システムとしての内視鏡装置（以下、内視鏡と略記）１０１は、人
体などの被検体内に導入可能であって被検体内の所定の観察部位を光学的に撮像する構成
を有している。
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【００１５】
　なお、内視鏡装置１０１が導入される被検体は、人体に限らず、他の生体であっても良
いし、機械、建造物などの人工物であっても良い。
【００１６】
　内視鏡装置１０１は、被検体の内部に導入される挿入部１０２と、この挿入部１０２の
基端に位置する操作部１０３と、この操作部１０３の側部から延出するユニバーサルコー
ド１０４とで主に構成されている。
【００１７】
　挿入部１０２は、先端に配設される先端部１１０、この先端部１１０の基端側に配設さ
れる湾曲自在な湾曲部１０９およびこの湾曲部１０９の基端側に配設され操作部１０３の
先端側に接続される可撓性を有する可撓管部１０８が連設されて構成されている。
【００１８】
　なお、内視鏡装置１０１は、挿入部１０２に可撓性を有する部位を具備しない、所謂硬
性鏡と称される形態のものであってもよい。
【００１９】
　先端部１１０には、撮像モジュールが内蔵された撮像装置１が設けられている。また、
操作部１０３には、湾曲部１０９の湾曲を操作するためのアングル操作ノブ１０６が設け
られている。
【００２０】
　ユニバーサルコード１０４の基端部には、外部装置１２０に接続される内視鏡コネクタ
２０が設けられている。内視鏡コネクタ２０が接続される外部装置１２０は、モニタなど
の画像表示部１２１にケーブルを介して接続されている。
【００２１】
　また、内視鏡装置１０１は、ユニバーサルコード１０４、操作部１０３および挿入部１
０２内に挿通された複合ケーブル１１５および外部装置１２０に設けられた光源部からの
照明光を伝送する光ファイバ束（不図示）を有している。
【００２２】
　複合ケーブル１１５は、内視鏡コネクタ１０５と撮像装置１とを電気的に接続するよう
に構成されている。内視鏡コネクタ２０が外部装置１２０に接続されることによって、撮
像装置１は、複合ケーブル１１５を介して外部装置１２０に電気的に接続される。
【００２３】
　この複合ケーブル１１５を介して、外部装置１２０から撮像装置１への電力の供給およ
び外部装置１２０と撮像装置１との間の通信が行われる。
【００２４】
　外部装置１２０には、画像処理部１２０ａが設けられている。この画像処理部１２０ａ
は、撮像装置１から出力された撮像素子出力信号に基づいて映像信号を生成し、画像表示
部１２１に出力する。即ち、本実施形態では、撮像装置１により撮像された光学像（内視
鏡像）が、映像として画像表示部１２１に表示される。
【００２５】
　なお、内視鏡装置１０１は、外部装置１２０または画像表示部１２１に接続する構成に
限定されず、例えば、画像処理部またはモニタの一部または全部を有する構成であっても
良い。
【００２６】
　また、光ファイバ束は、外部装置１２０の光源部から発せられた光を、先端部１１０の
照明光出射部としての照明窓まで伝送するように構成されている。さらに、光源部は、内
視鏡装置１０１の操作部１０３または先端部１１０に配設される構成であってもよい。
【００２７】
　次に、本実施の形態の内視鏡コネクタ２０の構成について、以下に詳しく説明する。な
お、以下において、内視鏡コネクタ２０は、内視鏡装置１０１の操作部１０３へ接続され
る複合ケーブル１１５が延出する方向を先端側とし、後述するライトガイドコネクタ５１
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が延出する方向を基端側として説明する。
【００２８】
　図２および図３に示すように、内視鏡コネクタ２０は、基端側の一端側から順にプラグ
部４１と、外装部であるコネクタケース４２と、複合ケーブル１１５に接続される折れ止
め部４３と、を有し、プラグ部４１とコネクタケース４２の間にフランジ部４４が設けら
れている。
【００２９】
　プラグ部４１は、導電部を構成する導電金属から形成された電気接点（コネクタ接点）
４５，４６が外周部に露出して設けられるコネクタ嵌合部４７と、コネクタケース４２に
接続されるコネクタ接続部４８とを有している。
【００３０】
　プラグ部４１は、コネクタ嵌合部４７とコネクタ接続部４８とが一体形成されており、
例えば、金属性のフランジ部４４を介して、コネクタケース４２と気密に接続されている
。なお、フランジ部４４によって、外部装置１２０のレセプタクル部との嵌合状態が維持
されるようになっている。
【００３１】
　コネクタケース４２のコネクタ嵌合部４７は、コネクタ接続部４８と同様の円柱形状の
一部を切り欠いた切欠き部４１ａを有しており、コネクタケース４２の円筒形状の長手軸
（中心軸）方向に平行な平面部４７ａと、コネクタ接続部４８と同様の周面形状を有する
円周部４７ｂと、を有している。
【００３２】
　即ち、コネクタ嵌合部４７は、図４および図５に示すように、外形円柱形状の一部分を
切り欠いて平面部４７ａを形成した所謂Ｄカット形状をしている。なお、コネクタ嵌合部
４７は、Ｄカット形状に限定されることなく、単なる外形円柱形状など如何なる形状とし
てもよい。
【００３３】
　これらコネクタ嵌合部４７の平面部４７ａおよび円周部４７ｂには、複数の電気接点と
してのコネクタ接点４５，４６が設けられている。
【００３４】
　これら複数のコネクタ接点４５，４６は、表面略長方形をしており、複数のコネクタ接
点４５が平面部４７ａの表面上において幅方向に複数並設されており、複数のコネクタ接
点４６が円周部４７ｂの周面上において周方向に複数並設されている。
【００３５】
　なお、複数のコネクタ接点４６は、コネクタ嵌合部４７の円周部４７ｂの縁辺一端部の
所定の範囲Ａを除く円周部４７ｂの周面上に設けられている（図４参照）。即ち、複数の
コネクタ接点４６は、コネクタ嵌合部４７の円周部４７ｂの縁辺一端部の所定の範囲Ａの
領域には配設されていない。
【００３６】
　さらに、複数のコネクタ接点４５，４６は、それぞれの先端がコネクタ嵌合部４７の先
端部から所定の距離を有する所定の範囲Ｂの領域がコネクタ嵌合部４７に形成されるよう
に、コネクタ嵌合部４７の基端側の部分に配設されている（図５参照）。即ち、複数のコ
ネクタ接点４５，４６は、コネクタ嵌合部４７の先端側の所定の範囲Ｂの領域には配設さ
れていない。
【００３７】
　そして、円周部４７ｂの縁辺一端部の所定の範囲Ａ内には、外部装置１２０に内視鏡装
置１０１の機種および接続を認識させると共に、外部装置１２０のレセプタクル部への接
続時に内視鏡コネクタ２０の軸回りの方向を規定するための凹部状の内視鏡識別溝部５０
が形成されている。
【００３８】
　また、コネクタ嵌合部４７の正面部４９は、平面部４７ａを形成することで、円の一部
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が切り取られた円弧形状となっている。この正面部４９からは、光ファイバ束が収容され
た照明用のライトガイドプラグとしての略円柱状のライトガイドコネクタ５１が基端側へ
延設されている。
【００３９】
　即ち、ライトガイドコネクタ５１は、内視鏡コネクタ２０のプラグ部４１から基端側へ
延設された雄型光コネクタ（プラグ）となっている。
【００４０】
　なお、コネクタケース４２は、術者の手で把持が容易な径およびサイズを有する略円筒
形状に形成されており、折れ止め部４３の外形に合わせるように、折れ止め部４３に向か
って外径が若干細くなったケース体となっている。
【００４１】
　また、コネクタケース４２には、複数のコネクタ接点４６が設けられていないコネクタ
嵌合部４７の円周部４７ｂの所定の範囲Ａの領域に対して、長手軸方向に沿って同一方向
となる部分に姿勢規定部としてのケース平面部５２が形成されている。
【００４２】
　このケース平面部５２は、机の天板上などの載置箇所に内視鏡コネクタ２０を載置する
ときに、内視鏡コネクタ２０が転がらないように安定させるためのものである。換言する
と、内視鏡コネクタ２０は、コネクタケース４２のケース平面部５２が鉛直下方となるよ
うに、机などの天板上に載置されることで、その姿勢が安定するようになっている。
【００４３】
　即ち、内視鏡コネクタ２０は、図６に示すように、コネクタケース４２のケース平面部
５２を、机などの略水平な天板上などの載置箇所である平面に対向させて面接触した状態
に載置されると、複数のコネクタ接点４６が設けられていないコネクタ嵌合部４７の円周
部４７ｂの所定の範囲Ａの領域が鉛直下方となるように構成されている。
【００４４】
　このとき、内視鏡コネクタ２０は、コネクタケース４２が基端側の外径ｄ１が先端側の
外径ｄ２よりも大きな（太い）先端側に向けて細径となるコーン形状となっているため、
長手軸の中心軸Ｘが机などの天板上の平面に対して所定の角度θを有し、基端側のプラグ
部４１が載置箇所である平面よりも鉛直上方に高く位置するように載置される。
【００４５】
　したがって、内視鏡コネクタ２０は、洗浄消毒処理が行われた後など、濡れた状態で机
の上に載置されて乾燥される際に、洗浄液、消毒液などの液滴が鉛直下方側且つ先端側に
流れる姿勢に規定される構成となっている。
【００４６】
　これにより、内視鏡コネクタ２０は、複数のコネクタ接点４６が設けられていないプラ
グ部４１の所定の範囲Ａの領域がコネクタ嵌合部４７において鉛直下方に位置するため、
鉛直下方に洗浄液または消毒液などの液滴が流れても、複数のコネクタ接点４６上に残存
し難くなる。
【００４７】
　さらに、内視鏡コネクタ２０は、プラグ部４１に設けられている複数のコネクタ接点４
５，４６が所定の範囲Ａに比べて鉛直上方に高く位置し、先端側に向かって傾斜するよう
に載置されるため、洗浄液または消毒液の液滴がプラグ部４１のコネクタ嵌合部４７の先
端側の所定の範囲Ｂの領域（図５参照）に流れ、複数のコネクタ接点４５，４６上に残存
し難くなる。
【００４８】
　以上の説明により、本実施の形態の内視鏡装置１０１は、洗浄消毒後に濡れた状態で乾
燥させても、内視鏡コネクタ２０において露出して配設された電気接点である複数のコネ
クタ接点４５，４６に水垢、カルキ、薬剤などが付着することを抑制することができ、外
部装置１２０との接続における電気的接触不良となる要因を抑制することができる構成と
なっている。
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【００４９】
（第１の変形例）
　図７は、第１の変形例の内視鏡コネクタを示す断面図である。　
　図７に示すように、内視鏡コネクタ２０は、重心Ｇの位置を中心軸Ｘよりもケース平面
部５２側に設定することで、机などに載置される際、ケース平面部５２を鉛直下方側に向
けなくても自然にケース平面部５２側に中心軸Ｘ回りに転がるようにすることができる。
なお、図７においては、内視鏡コネクタ２０が中心軸Ｘ回りの矢印Ｒ方向に転がる。
【００５０】
（第２の変形例）
　図８は、第２の変形例の内視鏡コネクタを示す正面図、図９は内視鏡コネクタを示す断
面図である。
【００５１】
　図８に示すように、内視鏡コネクタ２０は、コネクタケース４２の左右方向に突起部５
３を設けることで、机などに載置される際、ケース平面部５２を鉛直下方側に向けなくて
もケース平面部５２側に中心軸Ｘ回りに転がるようにすることができる。なお、図８にお
いては、内視鏡コネクタ２０が中心軸Ｘ回りの矢印Ｒ方向に転がる。
【００５２】
　さらに、内視鏡コネクタ２０は、本変形例の構成に加え、第１の変形例と同様に、図９
に示すように、重心Ｇの位置を中心軸Ｘよりもケース平面部５２側に設定することで、机
などに載置される際、ケース平面部５２を鉛直下方側に向けなくても自然にケース平面部
５２側に中心軸Ｘ回りに転がるようにすることができる。
【００５３】
（第３の変形例）
　図１０は、第３の変形例の他の態様の姿勢規定部を備えた内視鏡コネクタを示す正面図
、図１１は図１０とは別の態様の姿勢規定部を備えた内視鏡コネクタを示す正面図である
。
【００５４】
　内視鏡コネクタ２０は、複数のコネクタ接点４６が設けられていないプラグ部４１の所
定の範囲Ａの領域が鉛直下方に位置するように載置させる姿勢規定部としてのケース平面
部５２に変えて、図８に示すような姿勢規定部となる平面６１ａを有した台座６１または
図９に示すような姿勢規定部となる２つの脚部６２をコネクタケース４２の外周部から突
出するように配設してもよい。
【００５５】
　さらに、姿勢規定部となる脚部６２は、内視鏡コネクタ２０のコネクタケース４２など
の本体部に設けられる吸引口金、通気口金、高周波焼灼装置のＳコードに接続されるＳコ
ードコネクター受けなどのチューブまたはコネクタが接続される部材などを併用しても良
い。
【００５６】
（第２の実施の形態）
　次に、本発明の第２の実施の形態の内視鏡コネクタを備えた内視鏡装置について、図面
に基づいて、以下に説明する。ここでの図面も、それら紙面に向かって見た上下方向が鉛
直上下方向とし、左右方向が水平方向としている。　
　図１２は、内視鏡洗浄消毒装置と２つの内視鏡装置を示す斜視図、図１３は内視鏡コネ
クタを示す斜視図、図１４はコネクタケースの断面図、図１５は２つの内視鏡コネクタが
重ねられて載置された状態を示す平面図である。
【００５７】
　なお、以下の説明において、第１の実施の形態にて説明済みの各種構成要素は、それら
の説明を省略し、同一符号を用いるものとする。
【００５８】
　ところで、図１２に示すように、内視鏡装置１０１（１０１ａ，１０１ｂ）を洗浄消毒
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する内視鏡洗浄消毒装置２００が知られている。この内視鏡洗浄消毒装置２００は、シン
ク２０１内に内視鏡装置１０１（１０１ａ，１０１ｂ）を収容して自動で洗浄消毒工程を
行う。
【００５９】
　最近の内視鏡洗浄消毒装置２００は、一度に複数、ここでは２つの内視鏡装置１０１ａ
，１０１ｂを洗浄消毒できる機種がある。
【００６０】
　しかし、２つの内視鏡装置１０１ａ，１０１ｂを内視鏡洗浄消毒装置２００のシンク２
０１内へのセッティングは、適切に洗浄できるように取扱い説明書を含めて告知している
がユーザに委ねられるため、内視鏡コネクタ２０のセッティング状態によっては複数のコ
ネクタ接点４５，４６上に洗浄液または消毒液などの液滴が残ったまま乾き、水垢、カル
キ、薬剤などが付着する可能性がある。
【００６１】
　さらに、２つの内視鏡装置１０１ａ，１０１ｂは、内視鏡洗浄消毒装置２００によって
洗浄消毒された後、シンク２０１内に残されたまま、次の日まで放置される場合もあり、
各内視鏡コネクタ２０ａ，２０ｂの複数のコネクタ接点４５，４６上に水垢、カルキ、薬
剤などが付着する可能性が高い。
【００６２】
　そこで、本実施の形態の内視鏡装置１０１ａ，１０１ｂは、第１の実施の形態の構成に
加え、複数の内視鏡コネクタ２０ａ，２０ｂを適切に載置できるようにして、内視鏡コネ
クタ２０ａ，２０ｂに露出して配設された電気接点である複数のコネクタ接点４５，４６
に水垢、カルキ、薬剤などが付着することを抑制できる構成となっている。
【００６３】
　本実施の形態の内視鏡コネクタ２０ａ，２０ｂは、図１３に示すように、姿勢規定部と
してのケース平面部５２（以下、第１のケース平面部５２という）に対して、中心軸Ｘを
点とした略点対称のコネクタケース４２の位置に姿勢規定部としての第２のケース平面部
５４が形成されている。
【００６４】
　第２のケース平面部５４は、図１４に示すように、長手軸である中心軸Ｘに角度を有し
た方向、ここでは略直交する方向、且つ第１のケース平面部５２に対して所定の角度θを
有するように、コネクタケース４２の外周部に形成されている。
【００６５】
　このような構成により、図１５に示すように、一方の第１の内視鏡コネクタ２０ａと他
方の第２の内視鏡コネクタ２０ｂとを重ねて（スタック）載置することができる。
【００６６】
　具体的には、例えば、内視鏡洗浄消毒装置２００のシンク２０１内に第１の内視鏡コネ
クタ２０ａを載置する。このとき、第１の内視鏡コネクタ２０ａは、コネクタケース４２
の第１のケース平面部５２を内視鏡洗浄消毒装置２００のシンク２０１の平面に対向させ
て面接触した状態に載置されると、複数のコネクタ接点４６が設けられていないコネクタ
嵌合部４７の円周部４７ｂの所定の範囲Ａの領域がコネクタ嵌合部４７において鉛直下方
となる。
【００６７】
　そして、第１の内視鏡コネクタ２０ａは、第１の実施の形態と同様に、基端側のプラグ
部４１が内視鏡コネクタ２０aの載置箇所に対して鉛直上方に高く位置し、先端側に向か
って傾斜するようにシンク２０１内に載置されることで洗浄液、消毒液などの液滴が鉛直
下方側且つ先端側に流れる姿勢に規定された状態となる。
【００６８】
　第２の内視鏡コネクタ２０ｂは、コネクタケース４２の第１のケース平面部５２をシン
ク２０１内に載置された第１の内視鏡コネクタ２０ａのコネクタケース４２に形成された
第２のケース平面部５４に対向させて面接触した状態に載置されることで、複数のコネク
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タ接点４６が設けられていないコネクタ嵌合部４７の円周部４７ｂの所定の範囲Ａの領域
が鉛直下方となる。
【００６９】
　また、第２の内視鏡コネクタ２０ｂは、第１の内視鏡コネクタ２０ａの第２のケース平
面部５４が、長手軸である中心軸Ｘに角度を有した方向、ここでは略直交する方向、且つ
第１の内視鏡コネクタ２０ａの第１のケース平面部５２に対して所定の角度θを有してい
るため、中心軸Ｘがシンク２０１の平面に対して所定の角度θを有し、基端側のプラグ部
４１が鉛直上方に高く位置するように第１の内視鏡コネクタ２０ａ上に重ねて（スタック
）載置される。
【００７０】
　そのため、第２の内視鏡コネクタ２０ｂも、基端側のプラグ部４１が内視鏡コネクタ２
０aに対して鉛直上方に高く位置し、先端側に向かって傾斜するように内視鏡コネクタ２
０a上に載置されることで洗浄液、消毒液などの液滴が鉛直下方側且つ先端側に流れる姿
勢に規定された状態となる。
【００７１】
　これにより、２つの第１、第２の内視鏡コネクタ２０ａ，２０ｂは、それぞれが複数の
コネクタ接点４６が設けられていないプラグ部４１の所定の範囲Ａの領域がコネクタ嵌合
部４７において鉛直下方に位置するため、鉛直下方に洗浄液または消毒液や薬剤などの液
滴が流れても、複数のコネクタ接点４６上に残存し難くなる。
【００７２】
　さらに、２つの第１、第２の内視鏡コネクタ２０ａ，２０ｂは、それぞれのプラグ部４
１に設けられている複数のコネクタ接点４５，４６が内視鏡コネクタ２０aの載置箇所に
対して鉛直上方に高く位置し、先端側に向かって傾斜するように載置されるため、洗浄液
または消毒液、薬剤などの液滴がプラグ部４１のコネクタ嵌合部４７の先端側の所定の範
囲Ｂの領域（図５参照）に流れ、複数のコネクタ接点４５，４６上に残存し難くなる。
【００７３】
　したがって、本実施の形態のように複数の内視鏡装置１０１ａ，１０１ｂが内視鏡洗浄
消毒装置２００にかけられて、洗浄消毒後などの濡れた状態で乾燥させても、複数、ここ
では２つの第１，第２の内視鏡コネクタ２０ａ，２０ｂにおいて露出して配設された電気
接点である複数のコネクタ接点４５，４６に水垢、カルキ、薬剤などが付着することを抑
制することができ、外部装置１２０との接続における電気的接触不良となる要因を抑制す
ることができる構成となっている。
【００７４】
　なお、ここでは２つの内視鏡装置１０１ａ，１０１ｂを内視鏡洗浄消毒装置２００によ
って洗浄消毒することを例示したが、勿論、３つ以上の内視鏡装置１０１ａ～１０１ｎを
洗浄消毒できる内視鏡洗浄消毒装置２００においても、複数の第１～第ｎの内視鏡コネク
タ２０ａ～２０ｎを重ねて（スタック）してシンク２０１内に載置したり、複数組毎に第
１～第ｎの内視鏡コネクタ２０ａ～２０ｎを重ねて（スタック）してシンク２０１内に載
置したりする場合にも適用することができる。
【００７５】
　さらに、ここでは、２つの内視鏡コネクタ２０ａ，２０ｂを内視鏡洗浄消毒装置２００
のシンク２０１内で重ねて（スタック）内容を例示したが、勿論、複数の内視鏡コネクタ
２０を机上などの平面上に重ねて（スタック）載置することもできることは言うまでもな
い。
【００７６】
（第１の変形例）
　図１６は、第１の変形例の内視鏡コネクタを示す斜視図、図１７はコネクタケースの断
面図、図１８は２つの内視鏡コネクタが重ねられる状態を説明するための斜視図、図１９
は２つの内視鏡コネクタが重ねられて載置された状態を示す斜視図である。
【００７７】
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　複数、ここでも２つの内視鏡コネクタ２０ａ，２０ｂは、図１６および図１７に示すよ
うに、コネクタケース４２に姿勢規定部としての第１のケース平面部６４を有する断面台
形状の係合凸部６５と、この係合凸部６５に対して、中心軸Ｘを点とした略点対称のコネ
クタケース４２の位置に姿勢規定部としてのスタック用平面部である第２の平面部６６を
有し、係合凸部６５の断面と略相似形状である断面台形溝状の係合凹部６７と、を有した
構成としてもよい。
【００７８】
　ここでの第２のケース平面部６６も、図１７に示すように、長手軸である中心軸Ｘに角
度を有した方向、ここでは略直交する方向、且つ第１のケース平面部５２に対して所定の
角度θを有するように、コネクタケース４２の外周部に形成されている。
【００７９】
　このような構成により、図１８および図１９に示すように、一方の第１の内視鏡コネク
タ２０ａと他方の第２の内視鏡コネクタ２０ｂとを重ねて（スタック）載置することがで
きる。
【００８０】
　このときにおいても、例えば、内視鏡洗浄消毒装置２００のシンク２０１内に第１の内
視鏡コネクタ２０ａが載置される。そして、第１の内視鏡コネクタ２０ａは、コネクタケ
ース４２の係合凸部６５の第１のケース平面部６４が内視鏡洗浄消毒装置２００のシンク
２０１の平面に対向させて面接触した状態に載置される。
【００８１】
　これにより、第１の内視鏡コネクタ２０ａは、複数のコネクタ接点４６が設けられてい
ないコネクタ嵌合部４７の円周部４７ｂの所定の範囲Ａの領域がコネクタ嵌合部４７にお
いて鉛直下方となると共に、基端側のプラグ部４１が内視鏡コネクタ２０aの載置箇所に
対して鉛直上方に高く位置し、先端側に向かって傾斜するようにシンク２０１内に載置さ
れることで、洗浄液または消毒液、薬剤などの液滴が鉛直下方側且つ先端側に流れる姿勢
に規定される。
【００８２】
　そして、第２の内視鏡コネクタ２０は、コネクタケース４２の係合凸部６５をシンク２
０１内に載置された第１の内視鏡コネクタ２０ａのコネクタケース４２に形成された係合
凹部６７に嵌め込むように載置される。
【００８３】
　このとき、第２の内視鏡コネクタ２０ｂは、係合凸部６５の第１のケース平面部６４が
第１の内視鏡コネクタ２０ａの係合凹部６７の第２の平面部６６に対向させて面接触した
状態に載置されることで、複数のコネクタ接点４６が設けられていないコネクタ嵌合部４
７の円周部４７ｂの所定の範囲Ａの領域がコネクタ嵌合部４７において鉛直下方となる。
【００８４】
　また、第２の内視鏡コネクタ２０ｂは、第１の内視鏡コネクタ２０ａの第２のケース平
面部６６が、長手軸である中心軸Ｘに角度を有した方向、ここでは中心軸Ｘに略直交する
方向、且つ第１の内視鏡コネクタ２０ａの第１のケース平面部５２に対して所定の角度θ
を有しているため、中心軸Ｘがシンク２０１の平面に対して所定の角度θを有し、基端側
のプラグ部４１が先端側に対して鉛直上方に高く位置し、先端側に向かって傾斜するよう
に一方の内視鏡コネクタ２０上に重ねて（スタック）載置される。
【００８５】
　そのため、ここでも第２の内視鏡コネクタ２０ｂは、基端側のプラグ部４１が先端側に
対して鉛直上方に高く位置し、先端側に向かって傾斜するようにシンク２０１内の第１の
内視鏡コネクタ２０ａ上に載置されることで、洗浄液または消毒液などの液滴が鉛直下方
側且つ先端側に流れる姿勢に規定された状態になる。
【００８６】
　これにより、複数、ここでは２つの第１，第２の内視鏡コネクタ２０ａ，２０ｂは、上
述と同様に、複数のコネクタ接点４６上に液滴が残存し難くなり、上述した効果に加えて
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、特に、上方側に重ねられる第２の内視鏡コネクタ２０ｂが、その係合凸部６５と下方側
の第１の内視鏡コネクタ２０ａの係合凹部６７との係合によってずれることなく安定した
姿勢で載置される構成となる。
【００８７】
（第２の変形例）
　図２０は、第２の変形例の内視鏡コネクタが重ねられて載置された状態を示す正面図、
図２１は内視鏡コネクタが並べて載置された状態を示す正面図である。
【００８８】
　図２０に示すように、複数、ここでも２つの第１、第２の内視鏡コネクタ２０ａ，２０
ｂは、フランジ部４４、コネクタケース４２などに、上下方向に姿勢規定部としての平面
部５５，５６を形成して重ねて（スタック）安定するように載置できるようにしてもよい
。
【００８９】
　また、図２１に示すように、複数、ここでも２つの第１、第２の内視鏡コネクタ２０ａ
，２０ｂは、フランジ部４４、コネクタケース４２などに、左右方向に姿勢規定部として
の平面部５７，５８を形成して並べて安定するように載置できるようにしてもよい。
【００９０】
　また、コネクタ嵌合部４７は、必ずしも円周部４７ｂに設けられている必要はなく、円
周形状以外の領域における鉛直下方に所定の範囲Ａの領域が設けられていても良い。
【００９１】
（第３の変形例）
　図２２は、第３の変形例に係り、内視鏡洗浄消毒装置の内視鏡設置網に内視鏡コネクタ
がセッティングされた状態を示す斜視図、図２３は内視鏡洗浄消毒装置の内視鏡設置網に
内視鏡コネクタがセッティングされる状態を示す平面図、図２４は内視鏡洗浄消毒装置の
内視鏡設置網に内視鏡コネクタがセッティングされた状態を示す平面図である。
【００９２】
　図２２に示すように、内視鏡コネクタ２０は、内視鏡装置１０１を内視鏡洗浄消毒装置
２００のシンク２０１などにセッティングするための内視鏡設置網２０２を構成する２つ
の棒体２０５に接続され、それぞれ対をなす複数、ここでは４つの略Ｕ字状の保持片２０
３，２０４が内視鏡コネクタ２０の前後方向を規定すると共に、２つの棒体２０５上に載
置されることで所定の姿勢に保持される。
【００９３】
　このとき、内視鏡コネクタ２０の後方から延出されたライトガイドコネクタ５１が内視
鏡設置網２０２の一方側の一対の保持片２０３の間に配置される。
【００９４】
　そして、ライトガイドコネクタ５１は、内視鏡コネクタ２０が内視鏡設置網２０２へセ
ッティングされる際に、内視鏡コネクタ２０の姿勢を規定する姿勢規定部の役割を果たし
ている。
【００９５】
　なお、内視鏡コネクタ２０は、ライトガイドコネクタ５１が一対の保持片２０３の間に
入り込むように設置される過程において、傾いた状態であっても、図２３に示すように、
内視鏡設置網２０２の２つの棒体２０５の一方にプラグ部４１およびコネクタケース４２
の外表面が当接し、自重によりライトガイドコネクタ５１の軸回りに回転する（矢印Ｒで
示す方向）。
【００９６】
　そのため、内視鏡コネクタ２０は、図２４に示すように、ライトガイドコネクタ５１が
一対の保持片２０３の間に入り込んだ状態で、４つの保持片２０３，２０４が前後方向を
規定すると共に、２つの棒体２０５上に載置されることで所定の姿勢に保持される。
【００９７】
　即ち、ライトガイドコネクタ５１は、プラグ部４１の表面において、内視鏡コネクタ２
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０の中心軸Ｘに対して偏心した位置に配置されており、２つの棒体２０５上に載置される
ことで内視鏡コネクタ２０全体の中心軸Ｘ回りの向きが規制される。
【００９８】
　したがって、内視鏡コネクタ２０は、内視鏡設置網２０２に配置されて、内視鏡洗浄消
毒装置２００にセッティングされると、この状態において、複数のコネクタ接点４６が設
けられていないコネクタ嵌合部４７の円周部４７ｂの所定の範囲Ａ（図４など参照）の領
域が鉛直下方となるように構成されている。
【００９９】
　これにより、内視鏡コネクタ２０は、内視鏡洗浄消毒装置２００によって洗浄消毒処理
が行われた後など、濡れた状態で乾燥される際に、洗浄液、消毒液などの液滴が鉛直下方
側且つ先端側に流れる姿勢に規定される構成となっている。
【０１００】
　こうして、内視鏡コネクタ２０は、複数のコネクタ接点４６が設けられていないプラグ
部４１の所定の範囲Ａの領域がコネクタ嵌合部４７において鉛直下方に位置するため、鉛
直下方に洗浄液または消毒液などの液滴が流れても、複数のコネクタ接点４６上に残存し
難くなる。
【０１０１】
　なお、ここでも、内視鏡コネクタ２０は、ライトガイドコネクタ５１が内視鏡設置網２
０２に当接して、基端側のプラグ部４１がセッティング箇所である内視鏡設置網２０２の
網面よりも鉛直上方に高く位置するように載置されるようにすることが望ましい。
【０１０２】
　これにより、内視鏡コネクタ２０は、プラグ部４１に設けられている複数のコネクタ接
点４５，４６が所定の範囲Ａに比べて鉛直上方に高く位置し、先端側に向かって傾斜する
ように載置されるため、複数のコネクタ接点４５，４６上に残存し難くなる。
【０１０３】
（第４の変形例）
　図２５は、第４の変形例に係り、内視鏡洗浄消毒装置の内視鏡設置網に内視鏡コネクタ
がセッティングされた状態を示す斜視図、図２６は内視鏡洗浄消毒装置の内視鏡設置網に
内視鏡コネクタが誤った方向にセッティングされている状態を示す平面図、図２７は内視
鏡洗浄消毒装置の内視鏡設置網に内視鏡コネクタがセッティングされた状態を示す平面図
である。
【０１０４】
　ところで、図２５に示すように、内視鏡コネクタ２０は、コネクタケース４２から突起
する突起部６８を設けることで、図２６に示すように、ライトガイドコネクタ５１が一対
の保持片２０３の間に入り込むように設置される過程において、誤った方向（１８０°反
転させた方向）に設置しようとしても、突起部６８が内視鏡設置網２０２の２つの棒体２
０５の一方に干渉して、内視鏡設置網２０２にセッティングできないようにしてもよい。
【０１０５】
　これにより、内視鏡コネクタ２０は、突起部６８が内視鏡設置網２０２と干渉すること
なく内視鏡設置網２０２に設置されることで、図２７に示すように、ライトガイドコネク
タ５１が一対の保持片２０３の間に入り込んだ状態となり、この状態において、複数のコ
ネクタ接点４６が設けられていないコネクタ嵌合部４７の円周部４７ｂの所定の範囲Ａ（
図４など参照）の領域が鉛直下方となるよう所定の姿勢に保持される。
【０１０６】
　なお、内視鏡コネクタ２０の突起部６８は、コネクタケース４２などの本体部に設けら
れる吸引口金、通気口金、高周波焼灼装置のＳコードに接続されるＳコードコネクター受
けなどのチューブまたはコネクタが接続される部材などを併用しても良い。
【０１０７】
　以上の説明により、本変形例の内視鏡装置１０１は、内視鏡洗浄消毒装置２００による
洗浄消毒後に濡れた状態で乾燥またはシンク２０１内に残されたまま、次の日まで放置さ
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接点４５，４６に水垢、カルキ、薬剤などが付着することを抑制することができ、外部装
置１２０との接続における電気的接触不良となる要因を抑制することができる構成となっ
ている。
【０１０８】
　以上の各実施の形態に記載した発明は、それら実施の形態および変形例に限ることなく
、その他、実施段階ではその要旨を逸脱しない範囲で種々の変形を実施し得ることが可能
である。さらに、上記各実施の形態には、種々の段階の発明が含まれており、開示される
複数の構成要件における適宜な組合せにより種々の発明が抽出され得るものである。
【０１０９】
　例えば、各実施の形態に示される全構成要件から幾つかの構成要件が削除されても、述
べられている課題が解決でき、述べられている効果が得られる場合には、この構成要件が
削除された構成が発明として抽出され得るものである。
【０１１０】
　本発明によれば、露出して配設された電気接点が外部装置との接続時に電気的接触不良
となる要因を抑制した内視鏡コネクタおよび内視鏡装置を提供することができる。
【０１１１】
　本発明は、上述した実施の形態に限定されるものではなく、本発明の要旨を変えない範
囲において、種々の変更、改変等が可能である。
【０１１２】
　本出願は、２０１６年７月５日に日本国に出願された特願２０１６－１３３５７６号を
優先権主張の基礎として出願するものであり、上記の開示内容は、本願明細書、請求の範
囲に引用されるものとする。

【図１】 【図２】
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【手続補正書】
【提出日】平成30年2月9日(2018.2.9)
【手続補正２】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】０００１
【補正方法】変更
【補正の内容】
【０００１】
　本発明は、外部装置に着脱自在な内視鏡コネクタと、内視鏡載置デバイスと、内視鏡コ
ネクタを有する内視鏡装置に関する。
【手続補正３】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】０００８
【補正方法】変更
【補正の内容】
【０００８】
　　そこで、本発明は、上記事情に鑑みなされたものあり、露出して配設された電気接点
が外部装置との接続時に電気的接触不良となる要因を抑制した内視鏡コネクタ、内視鏡載
置デバイスおよび内視鏡装置を提供することを目的とする。
【手続補正４】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】０００９
【補正方法】変更
【補正の内容】
【０００９】
　本発明の一態様における内視鏡コネクタは、外部装置のレセプタクル部と接続されるコ
ネクタ接続部と、前記コネクタ接続部の外表面に露出して配設された電気接点と、載置時
に液滴を前記電気接点が設けられていない領域に流れる姿勢に規定する姿勢規定部と、を
具備する。
【手続補正５】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】００１０
【補正方法】変更
【補正の内容】
【００１０】
　本発明の一態様における内視鏡装置は、外部装置のレセプタクル部と接続されるコネク
タ接続部と、前記コネクタ接続部の外表面に露出して配設された電気接点と、載置時に液
滴を前記電気接点が設けられていない領域に流れる姿勢に規定する姿勢規定部と、を具備
する内視鏡コネクタを備える。　
　本発明の一態様における内視鏡載置デバイスは、外部装置のレセプタクル部と接続され
るコネクタ接続部と、前記コネクタ接続部の外表面に露出して配設された電気接点と、載
置時に液滴を前記電気接点が設けられていない領域に流れる姿勢に規定する姿勢規定部と
、を具備し、前記姿勢規定部は、光源からの光が入射されるライトガイドであり、前記ラ
イトガイドは、姿勢が規定されている状態において、前記電気接点が設けられていない領
域を前記コネクタ接続部における鉛直下方に配置する位置に設けられており、さらに、前
記ライトガイドが挿通される空間を形成する保持片を有し、前記空間に前記ライトガイド
が挿通されることで前記内視鏡コネクタが載置される内視鏡載置部と、を有し、前記ライ
トガイドは、前記空間に挿通された状態で前記保持片により保持されることで前記内視鏡
コネクタの姿勢を規定する。
【手続補正６】
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【補正対象書類名】特許請求の範囲
【補正対象項目名】全文
【補正方法】変更
【補正の内容】
【特許請求の範囲】
【請求項１】
　外部装置のレセプタクル部と接続されるコネクタ接続部と、
　前記コネクタ接続部の外表面に露出して配設された電気接点と、
　載置時に、前記電気接点に付着した液滴を前記電気接点が設けられていない領域に流れ
る姿勢に規定する姿勢規定部と、
　を具備することを特徴とする内視鏡コネクタ。
【請求項２】
　前記姿勢規定部は、載置時に、前記内視鏡コネクタが載置される載置箇所よりも鉛直上
方に前記コネクタ接続部を位置するように姿勢を規定することを特徴とする請求項１に記
載の内視鏡コネクタ。
【請求項３】
　載置時の前記姿勢規定部を鉛直下方としたときに、水平方向に突起する突起部を有する
請求項１または請求項２に記載の内視鏡コネクタ。
【請求項４】
　重心位置が中心軸よりも前記姿勢規定部側に設けられていることを特徴とする請求項１
から請求項３のいずれか１項に記載の内視鏡コネクタ。
【請求項５】
　前記姿勢規定部は、外装部の長手軸方向に形成された平面部であることを特徴とする請
求項１から請求項４のいずれか１項に記載の内視鏡コネクタ。
【請求項６】
　前記外装部は、前記平面部に対して中心軸回りの略点対称の位置であって、前記長手軸
から角度を有した方向、且つ前記平面部に対して所定の角度を有するように形成され、他
の内視鏡コネクタの前記平面部が面接触して、前記他の内視鏡コネクタを所定の姿勢に重
ねて載置するためのスタック用平面部を備えていることを特徴とする請求項５に記載の内
視鏡コネクタ。
【請求項７】
　前記姿勢規定部は、前記外装部の前記長手軸方向に形成された第１の平面部を有する凸
部であって、
　前記外装部は、前記凸部に対して中心軸回りの略点対称の位置であって、前記長手軸に
角度を有した方向に前記凸部と相似形状、且つ前記第１の平面部に対して所定の角度を有
する第２の平面部が形成され、前記他の内視鏡コネクタの前記凸部が係合して、前記他の
内視鏡コネクタを所定の姿勢に重ねて載置するための凹部を備えていることを特徴とする
請求項６に記載の内視鏡コネクタ。
【請求項８】
　請求項１から請求項７のいずれか１項に記載の前記内視鏡コネクタを備えた内視鏡装置
。
【請求項９】
　前記姿勢規定部は、載置時に、前記電気接点が設けられていない領域を前記コネクタ接
続部における鉛直下方に配置し、前記電気接点が設けられている領域を前記コネクタ接続
部における鉛直下方以外に配置するように姿勢を規定する
　ことを特徴とする請求項１に記載の内視鏡コネクタ。
【請求項１０】
　前記姿勢規定部は、光源からの光が入射されるライトガイドであり、
　前記ライトガイドは、姿勢が規定されている状態において、前記電気接点が設けられて
いない領域を前記コネクタ接続部における鉛直下方に配置する位置に設けられている
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　ことを特徴とする請求項１に記載の内視鏡コネクタ。
【請求項１１】
　請求項１０に記載の内視鏡コネクタと、
　さらに、前記ライトガイドが挿通される空間を形成する保持片を有し、前記空間に前記
ライトガイドが挿通されることで前記内視鏡コネクタが載置される内視鏡載置部と、
　を有し、
　前記ライトガイドは、前記空間に挿通された状態で前記保持片により保持されることで
前記内視鏡コネクタの姿勢を規定する、
　ことを特徴とする内視鏡載置デバイス。
【請求項１２】
　さらに、前記姿勢規定部は、前記内視鏡コネクタの中心軸に対して偏心した位置に配置
されることを特徴とする請求項１１に記載の内視鏡載置デバイス。
【請求項１３】
　さらに、前記内視鏡コネクタに設けられ、前記電気接点が設けられていない領域が前記
コネクタ接続部における鉛直下方以外に位置する状態で前記ライトガイドが前記空間に挿
通された場合に、前記内視鏡載置部への前記内視鏡コネクタの載置を妨げ、かつ前記電気
接点が設けられていない領域が前記コネクタ接続部における鉛直下方に位置する状態で前
記ライトガイドが前記空間に挿通された場合に、前記内視鏡載置部への前記内視鏡コネク
タの載置を妨げない位置に配置される妨害部を有する、
　ことを特徴とする請求項１１に記載の内視鏡載置デバイス。
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